
有限会社清松園
重機で省力化し、人手不足緩和。

■ 人手不足の現状・課題

常に求人を行っているが、造園業はきつい印象があり、若者

から敬遠されている。２０代の入社はあるが、長続きしない

で退職している。作業の効率化と人手不足が課題。

業種 建設業

従業員数 ６人

所在地 深谷市武蔵野４０３４

創業年 １９８５年１１月

主な事業内容 造園業

企業概要

■ 成果

4人がかりで行っていた伐採工事が 1人でできるようになった。

人手不足の緩和や残業時間の削減、人員の再配置による効率

的な業務が可能になった。

■ 取組内容

重い植木をつかむことができるチルト

ローテータを導入。植木を伐採した際に

細かく切断する作業が不要に。フォーク

が人の手のように動くため、従来の機器

より自由に操作できる。４人で行ってい

た仕事が１人でも施工可能になり、空い

た人員でこれまで断っていた規模の大き

い案件を受けられるようになった。
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